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集合系とバイオ系

　2008年に九州大学を定年退職した
ときは、これで少しゆっくりできる
と思いました。しかし、さて、何を
しようかと考えていた矢先、福岡市
から市が主管する九州先端科学技術
研究所の所長をするとともに、市が
新たにつくる産学連携交流センター
の管理・運営をしてほしいというお
声がかかりました。同時に熊本にあ
る崇城大学の教授もすることになり、
さらにその１年半後には九州大学か
らも、高等研究院の特別主幹教授を
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「若い人はもっと自信を持ってほしい」とエールを送りながら
「そのためには自信を裏付けるものを身に付ける努力も必要」と指摘する。

若手人材の育成こそ
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せよという指示をいただきました。
　それからちょうど10年。この間、
私は後進の育成とともに、集合系と
バイオ系の研究を主にしてきました。
集合系では、ある特定の色素が会合
したときに初めて光を出すアグリゲ
ーション・インデュースト・エミッ
ション（AIE）という現象の研究を
してきました。一方、バイオ系では、

「β‐ 1、3‐グルカン」という多糖
を使うと、ＤＮＡを体内の狙った部
位に運べることがわかりました。例
えばＤＮＡを免疫系の細胞の中に入
れると、免疫機能を活性化したり抑

制したりすることがほぼ自由にでき
るようになります。活性化させる作
用を生かしてインフルエンザのワク
チンと一緒に打つと、ワクチンがと
てもよく効くようになります。抑制
する作用を使えば、アレルギーの抑
制に有効です。臓器移植の際に、免
疫系の細胞に相補的なＤＮＡを入れ
ることでＲＮＡ干渉という現象が起
き、移植された臓器を異物と認識せ
ずに、拒絶反応が低減できるのでは
ないかと考えています。

分子を思い通りに動かす

　こうしたことをお話しすると、「ナ
ノテクノロジーや分子機械とは全然
関係のない研究をされているのです
ね」とおっしゃる方がいます。けれ
どもこうした研究も、私の中ではず
っと繋がっているのです。
　私はもともと有機化学者で分子を
扱っていました。生命体も分子で構
成されています。しかし、分子を集
めてもそのまま生命体になるとは考
えられません。では、どうすれば分
子を生命体のようにすることができ
るかと考えたとき、１つは分子を思
い通りに動かすということでした。
そしてもう１つは、生命体の場合、
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１つの分子だけで仕事をしているも
のはほとんどなく、いくつかの分子
が一緒になったり離れたりして特殊
な形をつくって仕事をしています。
そうであるならば、分子を集合化さ
せたらどうかと考えました。この２
つの方向から集合系とバイオ系に寄
っていくのは、私にとってごく自然
なことだったのです。

もいくつかなされていますが、それ
らの多くは対症療法の域を出るもの
ではないように思えます。現在の閉
塞感を打ち破るには、若手人材の育
成に通じる研究・教育環境の本質的
な改革しかない。私はそう考えてい
ます。
　では、どういう人材を育成すれば
いいのでしょうか。一言で言えば、
グローバルに活躍するリーダーにな
り得る人材です。そのためにはまず、
自分の考えを堂々と述べることがで
きないといけません。飛行機に乗っ
ていて、CAから「tea or coffee?」と
問われ、隣の人に「あなたはどっち

　もっとも10年たったのを区切りに
崇城大学は昨年度退職しましたし、
九州先端科学技術研究所の所長も辞
し、今は自ら研究はしていません。
現在は、人の研究のサポートと人材
の育成が主な仕事です。もちろんナ
ノテクノロジーや分子機械の研究を
している人のサポートもしています。

グローバルリーダーの育成を

　さまざまな指標や統計を見ている
と、日本の社会は1980年代をピーク
に後退期に入っているように感じま
す。後退を食い止めようという試み
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工学博士。九州大学教授、九州先端科学技術研究所長、福岡市産学連携交流センター名誉センター長、崇城大学教授などを歴任。
紫綬褒章、瑞宝中綬章などを受賞。2018年には文化功労者にも選ばれた。ナノテクノロジーの原点を築き、世界で初めての分子機械も開発した。
これまでに発表した論文は1023報。論文の被引用数に基づいて算出されるh-indexは115に及ぶ。最近、体力維持のためにボウリング教室に通い始めた。

サイエンスの殻に閉じこもってはいけない。
社会が何を求めているか、
つねに視野に入れておくことがこれからは必要だ。
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分子機械の研究は、大した設備も人
手も予算も必要とせずにできました。
逆境に立たされると、人間は必死で
考えるものです。そしてそのときこ
そ本当の力が問われます。
　偶然の発見も大事です。これは私
自身、何度か経験しています。フラ
ーレンのC60とC70を簡単に１発で
分ける方法を開発したのも偶然の発
見からでした。歴史的に見ればシス
プラチンもペニシリンも偶然の発見
と言えるものです。もちろん偶然の
女神は誰にでも訪れるものではあり
ません。１つのテーマを徹底的に考
え抜いた人にだけ、女神はほほ笑む
のです。
　３つ目は、真理の探究です。オリ
ジナリティと言ってもいいでしょう。
若いときはほかの人の仕事が優れて
いるように見えるので、つい自分も
やってみようと考えがちです。私も
そうでした。しかし、人まねはどこ
までいっても人まねで、評価されま
せん。オリジナルの仕事で成果を出
してこそ「あれは新海の仕事だ」と
評価されるようになるのです。

若い人を潰さないでほしい

　今の若い研究者が置かれている状
況を、私たちのときと比べるといい
面も悪い面もあります。当然のこと
ですが研究に使う機械や設備は、今
のほうがはるかに優れています。イ
ンターネットで世界中の情報を簡単
に取れるという面でも、今は恵まれ
ています。その一方で今は任期付き

にする」と訊く日本人をときどき見
かけます。ほかの人と同じであるこ
とを重視し、自分が目立たないこと
に居心地の良さを感じるのは日本人
だけではないでしょうか。そんなこ
とではリーダーになれません。
　外国人と堂々と渡り合える能力も
必要です。相手のカルチャーや考え
方もきちんと理解したうえで、日本
人の考え方、自分の意見を論理的、説
得的に主張する。そのためには幅広
い知見や論理的思考力が不可欠です。
　もう１つ、サイエンスの殻に閉じ
こもっているようでもリーダーには
なれません。オランダなどでは、ド
クターコースを終えるとまず企業に
入る学生がたくさんいます。そして
ビジネスを通じて企業の考え方やマ
ネジメントなどを学ぶと、数年後に
また大学に戻ってくる人が多いので
す。社会が何を要望しているか知ら
ないまま大学で研究をしてもしょう
がないと彼らは言います。企業社会
を経験すれば、企業の中にある研究
の芽を捕まえることもできるでしょ
う。今の日本のアカデミアはいささ
か実用のほうにぶれすぎているとも
思いますが、しかし純粋にサイエン
スだけをやっていればいいとは、私
は思いません。

逆境のときこそ力が問われる

　これとは別に、研究者にとって大
切な３つの要素もあります。１つは、
極限にまで追い詰められることです。
私は米国留学から九大に帰り、さあ
やるぞと意気込んでいたとき、長崎
大学に移ることになりました。行っ
てみると新設の学科で、人も設備も
予算も不足していました。この環境
でどうすれば研究者として生き残れ
るかを必死で考えました。出てきた
答えは、この環境下でもできて誰も
気がついていないテーマを探せばい
いということでした。そして出てき
たのが分子機械のアイデアでした。

の研究職が多くなり、つねに次の職
場探しのことを考えねばならず、な
かなか研究に集中できない人が多い
ことは、気の毒だと思います。
　ただ、それでも日本の研究者は、
途上国などの研究者に比べると恵ま
れた環境にいます。かつてある学生
がタイに短期留学して帰ってきたと
き、私にこう言いました。
「タイでは設備も予算もない環境の
中で学生たちが目を輝かせながら頑
張っていました。それを見て私は恥
ずかしくなりました」
　若い人は、まず自分が恵まれた環
境にいることを自覚してください。
と同時に、もっと自分に自信を持っ
てください。歴史的に見ても日本人
は苦境に強いし知恵もあります。努
力すれば希望する大学に行けるし、
安全・安心な環境でいくらでも学ぶ
ことができます。にもかかわらず、
自分に否定的な態度を取る若い人が
なんと多いことか。努力すれば社会
も認めるし、そこに必ず成功のスト
ーリーがあるということを信じて、
頑張ってください。
　そしてこれは若い人にではなく、
彼ら彼女らを育てる側の人々に言い
たい。努力し頑張っている若い人を
潰すようなことは絶対にしてはいけ
ません。考え方、意見が違うという
理由で抑え込もうとしないでほしい。
むしろ自分と異なる意見を持つ人間
をサポートするくらいの度量がない
と、人は育ちません。人が育たなけ
れば、日本の後退に歯止めをかける
ことは決してできないでしょう。


